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日
時
・
昭
和
四
十
九
年
八
月
二
十
四
日
午
後
一
時
’
五
時

講
演
・
人
麿
歌
集
の
問
題
国
崎
望
久
太
郎
（
本
学
教
授
）

発
表
．
（
発
表
順
）
・
質
疑
応
答

目
○
同
一
教
材
の
学
年
別
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ｌ
評
論
安
部
公
房

「
ヘ
ビ
に
つ
い
て
ｌ
の
場
合
」
建
部
一
男

（
木
津
高
校
）

目
○
学
習
活
動
を
意
欲
的
に
す
る
為
に
教
材
を
ど
う
取
り
扱
う
か
ｌ

中
学
校
の
場
合
Ｉ
橋
本
二
三
男

（
立
命
館
中
学
）

匂
○
古
典
の
享
受
と
再
生
ｌ
基
礎
的
能
力
の
未
開
拓
な
生
徒
を
対
象

と
し
て
Ｉ
山
本
明
忠

．
‐
（
木
津
高
校
）

司
会
水
田
潤
（
本
学
教
授
）

夏
期
日
本
文
学
談
話
会
報
告

、

恩
４
基
◆
か

ブ．

1

マ

教
材
と
学
習
者
と
を
ど
う
か
か
わ
ら
せ
る
か

日
の
発
表

「
ヘ
ビ
に
つ
い
て
」
（
「
砂
漠
の
思
想
」
安
部
公
房
）
の
文
章
が
高
校
一
年

と
二
年
の
教
科
書
（
現
代
国
語
）
に
同
時
に
出
て
、
同
一
の
教
師
が
こ
れ
を
指

導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
三
年
生
の
教
科
書

ま
ゆ

に
安
部
公
房
の
「
赤
い
繭
」
が
小
説
教
材
と
し
て
出
て
き
た
、
そ
う
い
う
状

況
に
直
面
し
た
経
験
者
と
し
て
の
発
表
で
あ
る
。

一
斉
指
導
の
形
式
で
、
同
一
教
材
を
使
用
す
る
時
、
そ
の
指
導
方
法
に
、

学
年
別
の
重
点
の
置
き
か
た
が
あ
る
。
発
表
者
は
指
導
案
（
と
く
に
、
そ
の
中

の
単
元
設
定
の
意
義
や
指
導
目
標
な
ど
）
の
試
案
（
●
プ
リ
ン
ト
）
を
示
し
、
そ
の
特

色
を
示
し
た
。

一
学
年
の
カ
リ
キ
ュ
ー
フ
ム
を
ヨ
コ
に
見
渡
す
こ
と
よ
り
も
全
学
年
を
タ
テ

に
見
比
◆
へ
、
現
代
国
語
の
中
の
「
評
論
」
教
材
の
問
題
を
扱
っ
た
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
、
本
教
材
を
、
高
校
一
、
二
、
三
年
の
ど
の
生

徒
に
も
そ
の
実
態
に
即
し
た
指
導
法
が
あ
り
、
適
当
に
指
導
す
れ
ば
、
生
徒

I

建

部
守

一

p

男

四
八

ｂ
）



に
、
「
日
常
性
の
壁
」
に
気
づ
か
せ
る
と
同
時
に
、
評
論
文
に
お
け
る
論
理

の
展
開
、
そ
の
構
造
を
会
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に

次
の
よ
う
な
方
法
を
基
礎
に
し
た
。

二
年
生
の
場
合
、
全
体
か
ら
部
分
へ
と
、
段
落
の
構
成
や
、
そ
れ
ら
の
相

互
関
係
な
ど
を
、
接
続
語
や
文
末
の
形
式
に
注
意
し
な
が
ら
、
自
発
的
学
習

を
う
な
が
す
方
法
を
と
っ
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
の
発
見
も
、

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
だ
け
で
、
段
落
に
一
つ
は
見
つ
け
る
こ
と
を
条
件
に
選
択

さ
せ
た
。
こ
れ
に
は
、
重
要
語
句
や
漢
字
の
確
認
が
大
切
な
こ
と
も
認
識
さ
．

せ
、
学
習
問
題
（
そ
の
教
科
書
で
は
、
研
究
Ａ
・
研
究
Ｂ
）
を
利
用
さ
せ
た
・
・

一
年
生
で
は
、
部
分
か
ら
全
体
へ
と
い
う
指
導
過
程
の
間
で
、
キ
ー
ワ
ー

ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
も
、
ほ
ぼ
半
数
は
指
導
者
か
ら
提
示
し
、
漢
字
や
語

句
な
ど
の
確
認
に
辞
書
を
使
用
し
て
学
習
さ
せ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
確
認
の
方
法
な
ど
も
考
え
さ
せ
る
。

ま
ゆ

三
年
生
に
、
「
赤
い
繭
」
を
読
ま
せ
た
時
、
臨
時
の
持
ち
こ
み
の
教
材
と

し
て
、
「
ヘ
ビ
に
つ
い
て
」
の
全
文
を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
学
習
さ
せ
た
。

主
要
論
点
と
従
属
的
論
点
、
文
章
全
体
の
構
成
と
そ
の
種
類
に
つ
い
て
の

復
習
（
た
と
え
ば
、
演
鐸
型
・
帰
納
型
・
三
段
型
な
ど
）
が
行
な
わ
れ
た
。
内
容
的

に
は
、
こ
の
文
章
が
、
「
い
か
な
る
目
的
で
」
「
い
か
な
る
背
景
を
も
っ
て
」

書
か
れ
た
か
に
及
ん
だ
生
徒
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
リ
ポ
ー
ト
作
成
等
に
お

い
て
、
創
造
的
に
こ
の
教
材
を
一
つ
の
材
料
と
し
て
使
用
す
る
動
機
（
後
期

に
）
と
も
な
っ
た
。

教
材
の
選
定
に
は
、
教
科
書
の
選
定
（
前
年
度
の
）
や
、
指
導
要
領
の
改

定
が
重
要
な
関
係
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
。
〈
ネ
ル
を
用
い
て
、
ジ
ャ
ン
ル
別
単

教
材
と
学
習
者
と
を
ど
う
か
か
わ
ら
せ
る
か

馨

市

予
習
と
し
て
、
各
・
ヘ
ー
ジ
の
重
要
誠

句
を
書
き
抜
く
。
（
研
究
Ａ
）
１
と

第
叫
郵
鑑
挙
誇
佳
垂
乢
五
峰
諦
弥
甦
評

元
構
成
の
教
科
書
と
、
生
活
経
験
単
元
別
構
成
の
教
科
書
と
の
比
較
、
と
く

に
、
そ
の
中
の
「
評
論
」
教
材
の
位
置
と
取
扱
い
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
さ

ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
妃
改
定
」
が
、
ジ
ャ
ン
ル
別
型
の
教
科
書
と
、
生
活
経

験
型
の
教
科
書
と
に
、
い
か
な
る
改
変
を
も
た
ら
し
た
か
を
報
告
し
た
。

さ
ら
に
、
予
定
で
は
、
パ
ネ
ル
を
用
い
て
、
大
学
の
入
試
問
題
（
と
く
に
、

そ
の
中
で
比
較
的
よ
く
で
る
評
論
文
）
が
、
現
場
の
教
科
書
や
、
日
食
の
授
業
に

い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
に
触
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
時
間
の

関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
教
材
「
ヘ
ビ
に
つ
い
て
」
の
指
導
者
と
し
て
の
教
材
観
が
明
瞭

に
示
さ
れ
ず
、
こ
れ
が
、
生
徒
の
ど
の
よ
う
な
能
力
を
ど
の
よ
う
に
開
発
し
、

ど
の
よ
う
に
学
習
意
欲
を
刺
激
し
、
い
か
な
る
意
義
を
も
つ
か
に
つ
い
て
の

説
明
が
不
足
だ
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
｝
」
れ
に
つ
い
て
は
、
他
に
機
会
を

見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
レ
ジ
メ
・
パ
ネ
ル
等
か
ら
の
転
記
二
部
）

㈹
二
・
三
年
に
お
け
る
指
導
の
時
間
配
当
と
、
主
要
活
動
事
項
（
単
元
設
定

の
意
義
・
指
導
目
標
を
省
略
）
「
ヘ
ビ
に
つ
い
て
」
（
現
代
国
語
）

'一

年

時

ヂ
（
〕
。
②
指
名
読
（
文
、
段
落
に
番
号
を
っ

よ
る
①
ｌ
⑭
）

③
主
要
論
点
と
従
属
論
点
と
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
せ
る
。

習学庭家

二
年

①
キ
ー
ワ
ー
ド
・
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス

等
を
指
摘
さ
せ
、
チ
ェ
ッ
ク
・
ノ
ー

ト
さ
せ
る
。

②
文
章
・
段
落
に
①
Ｉ
⑭
の
番
号
を

つ
け
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
そ
の
中
に
お

け
る
位
置
を
考
え
て
お
く
。

③
論
の
展
開
を
図
示
す
る
準
備
を
さ

せ
る
。

側
漢
字
・
語
句
の
正
確
な
認
識
を
こ

こ
ろ
が
け
さ
せ
る
。

汀

四
九

C

1



年
．
二
年

の
黙
読
さ
せ
各
段
落
の
番
号
を
も
と
①
安
部
公
房
に
対
す
る
知
識
を
発
表

に
全
文
章
を
四
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
さ
せ
る
。

構
造
と
相
互
関
係
を
考
え
さ
せ
る
。
．
②
指
名
読
（
そ
の
間
に
段
落
番
号
の

２
２
１
３
名
の
生
徒
に
板
書
等
を
利
第
確
認
・
行
あ
け
の
個
所
の
確
認
、
漢
字

ｊ

第
用
し
て
発
表
さ
せ
る
。
｜
の
よ
み
な
ど
の
確
認
な
ど
を
さ
せ
。

｜
③
漢
字
語
句
を
辞
書
に
よ
っ
て
調
べ
一
一
細
藷
毫
の
す
す
め
か
た
に
つ
い
て
小

二
さ
せ
発
表
さ
せ
る
。

・
側
（
研
究
Ａ
）
を
発
表
さ
せ
、
ま
と
－
吾
③
思
考
の
出
発
点
・
そ
の
到
着

三
め
な
が
ら
（
問
答
式
に
）
各
材
料
は
時
点
。

そ
れ
ぞ
れ
い
か
な
る
効
果
を
狙
っ
て
⑥
各
自
の
選
ん
だ
（
グ
ル
ー
プ

時
い
る
か
を
考
え
さ
せ
説
明
す
る
。
で
も
）
重
要
個
所
の
発
表
・
批

⑤
約
帥
間
の
発
問
を
用
意
し
、
そ
れ
評
。

｜
を
中
心
に
核
心
に
近
づ
く
。
：
①
上
記
⑧
ｌ
⑥
の
打
ち
合
わ
せ
。
（
内

一
⑥
接
続
語
や
文
節
を
マ
ー
ク
さ
せ
容
省
略
・
引
用
者
）

｝
〈
》
。

②
論
の
展
開
を
図
式
に
表
現
さ
せ

仙
第
二
・
三
時
の
指
導
を
ま
と
め
な
る
。
前
紙
参
照
ｌ
省
略
）

が
ら
文
末
や
段
落
の
妓
後
の
表
現
に
⑧
問
魍
提
起
仮
説
三
題
そ
の
各
反

一
一
＃
》
癖
瘡
比
、
・
続
諏
展
噸
を
畦
ど
鴎
率
凌
第
職
識
謡
か
鏥
舞
論
雫
奉
確
郡
録
瀝

を
正
確
に
指
摘
さ
せ
、
で
き
れ
ば
、

｜
｜
Ⅱ
鯏
繩
翫
唖
伶
表
作
に
つ
い
て
講
義
す
こ
「
な
ぜ
書
い
た
か
」
を
発
表
さ
せ
る
。

｜
る
。
（
読
書
経
験
を
も
つ
生
徒
に
は
一
・
側
最
初
の
読
後
感
と
雄
終
時
の
読
後

一
四
発
表
さ
せ
る
。
）
三
一
感
と
の
差
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
る
。

一
⑧
漢
字
語
句
・
研
究
Ａ
Ｂ
を
ま
と
め
（
ま
た
は
リ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
さ
せ

第
側
文
末
表
現
に
つ
い
て
傾
向
を
調
べ
時
一
駝
）
「
砂
漠
の
思
想
」
や
他
の
．
小
説
．

つ
（
》
□さ

せ
、
、
ノ
ー
ト
さ
せ
る
。
戯
曲
作
品
に
つ
い
て
小
講
義
に
よ
り

説
明
す
る
。
読
書
経
験
の
あ
る
生
徒

に
は
発
表
さ
せ
、
こ
の
評
論
文
と
比

較
し
、
表
現
や
内
容
に
つ
い
て
特
色

一
し
｜
を
考
え
さ
せ
る
．

』
ぞ

凸

ll
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甲
堵
移
垂
岬
と

一
Ｍ
社
・
一
年
用
一
Ｔ
社
・
二
年
用 五

○

目
出
版
社
・
学
年
の
異
な
る
教
科
書
に
お
け
る
「
ヘ
ビ
に
つ
い
て
」
の
位
置

（
○
で
示
す
）
（
「
現
代
国
語
一
年
・
二
年
）

ー’

小
景
異
情
室
生
犀
星

帰
郷
萩
原
朔
太
郎

こ
だ
ま
三
好
達
治

断
崖
か
ら
の
郷
愁
村
野
四
郎

幸

今
君

中
島
太
宰

治敦

8

文
章
を
書
く
心
中
島
健
蔵

作
文

7

短
歌
に
つ
い
て
木
俣
修

山
鳩
驚
雄

短
歌

6

I

に
ら
き
熊
沢
竜

い
う
曲
者
清
水
幾
太
郎

の
け

こ
と
ば
の
科
学

『ー

｡

随
想鳥
と
名
と
唐
木
順
三

石
庭
の
ま
ぼ
ろ
し
岡
田
清

4

ジ
ュ
リ
ァ
ス
・
シ
ー
福
田
恒
存
訳

ザ
ー
説
得
と
、
王
張
に
つ
い
林
巨
樹

て 言
語
と
行
動
へ
誉
…
胃
｜
＄

3

詩
に
つ
い
て
・
村
野
四
郎

う
つ
く
し
い
，
も
の
八
木
重
吉

子
守
唄
ょ
中
原
中
也

鹿 芸

剤
酎
叩
蹄
勾
歌
馴
訓
－
４
泌
訓

’12

ﾉ1，塞串

米
事
志
賀
直
哉

生
門
芥
川
竜
之
介

記
に
つ
い
て
川
副
国
基

小
説
分
配
爾
営
鴎
即
４
‐
》

考
え
る
と
い
う
こ
と

行
動
中
心
の
読
書

谷
川
徹
三

梅
棹
忠
夫

思
索
と
読
圭
雪

８
｜
科
学
の
現
代
的
性
格
坂
田
昌
二

一
説
明

7 6 5 4 ３ ２ 1

＝

今

王
と
壁
〔
座
談
会
〕

し
合
う
と
は
ど
う
大
石
初
太
郎

う
こ
と
か

壷
と
討
議
。

」
ろ
夏
目
漱
石

》
説
ロ

塁4=

i奇 発
見
の
手
帳
梅
棹
忠
夫

海
水
魚
採
集
記
・
い

ば
ら
の
道
を
踏
み
越
生
徒
作
舶

え
て

文
章
を
書
？

<啄食隅

田
川
の
水
島
崎
藤
村

う
寺
へ
き
詩
、
石
川

木
、
個
性
に
つ
い
武
者
小
路
実
篤

近

代
の
－
又
垂
早
》
刃
曇
畠
胃
塁

小
説
目

わ
た
し
の
信
条
青
野
季
吉

○
ヘ
ビ
に
つ
い
て
安
部
公
房

評
至

前U

卜斗
、ノ
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一
、
一
却
唯
塞
一
の
眼

目
単
元
配
列
別
に
よ
る
「
評
論
」
の
位
置
（
「
評
論
」
の
み
披
華
）

|｜
二 身
I 学期

Ｓ
社
・
生
活
経
験
単
元

②
個
人
と
社
会
・
親
ｆ
神
（
脇
二
郎
。

期
生
き
た
人
間
関
係
（
加
滕
秀
俊
）

ｊ

学
誹
部
潅
剛
岸
訪
形
城
・
イ
メ
ー
ジ
迫

’
㈹
自
然
と
文
明
・
幻
の
森
（
窩
島

召
）

口
別
．
』

教
材
と
学
習
者
と
を
ど
う
か
か
わ
ら
せ
る
か

惨
金
ず

木
馬
の
歴
史
（
古
一
銅
碍
諦
銅
縦
罰
確
認
捲
唾
轆
諏
藩
葬

Ｔ
社
・
ジ
ャ
ン
ル
別
単
元

㈲
評
論
㈲
生
態
素
と
文
明
と
（
吉
良

竜
夫
）
読
者
の
世
界
（
外
山
滋
比
古
）

西
尾
実

柴
田
武

藤
森
1吋坂

本|］ ／

栄
一
安
吾
太
郎

○
の
発
表

中
学
校
国
語
科
と
し
て
の
カ
リ
キ
｜
｛
ラ
ム
内
の
実
践
と
、
学
校
内
外
の
生

活
経
験
に
お
け
る
国
語
学
習
と
を
、
一
年
間
の
実
践
記
録
を
も
と
に
し
て
具

体
的
に
示
さ
れ
、
そ
の
意
義
と
困
難
性
と
を
報
告
さ
れ
た
。

五
一

三

’
有穿
－1－

'1 1 Ⅲ

⑩
古
典
の
発
見
・
諭
語
（
尚
橘
利
己
）

方
丈
記
私
記
（
堀
川
善
衛
）

⑥
科
学
の
課
迦
人
間
環
境
宣
言
科
学

と
人
間
福
祉
（
都
留
塑
人
）

㈹
状
況
と
人
間
・
人
間
性
と
想
像
力

（
な
だ
い
な
だ
）

⑥
市
民
意
識
の
形
成
・
法
律
の
適
用

（
末
川
博
）

⑥
近
代
の
自
我
・
日
本
の
近
代
小
説

鴎
外
と
漱
石
（
中
村
光
夫
）

例
意
味
と
文
体
こ
と
ば
と
事
実
（
Ｓ

。
Ｉ
・
ハ
ヤ
カ
ワ
）

⑨
日
本
人
の
表
現
・
「
甘
え
」
の
心
（
高
階
秀
爾
）

理
（
土
居
健
郎
）
日
本
語
の
代
名
詞

（
大
野
音
）

’

’
㈹
評
論
口
古
典
論

然
草
（
小
林
秀
雄
）

（
一
一
二
小
崔
偏
）

③
評
論
臼
・
美
の
終
末
（
水
尾
比
呂

志
）
漫
罵
（
北
村
透
谷
）

臼
評
論
目
青
春
と
い
う
「
生
の
季
節
」

（
柴
田
栩
）
科
学
の
進
歩
と
画
一
化

（
山
内
恭
彦
）

？

曲

平
家
物
語
・
徒

旅
に
つ
い
て

●
１
｜
彦
一
ぱ
な
し
木
下
順
二

十

｜
‐
戯
曲
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観
察
と

俳
句
吟

落
ち
華

俳
句
書
か
ず
に
は
い
ら
れ
り
ル
ケ

な
い手
紙
の
文
章
河
盛
好
賊

手
紙 小
説
。
〒
…
，
．
Ｉ
卜

隠
岐
別
府
村
の
守
吉
井
伏
岬
二

津
軽
太
宰
治
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社い死青’1石心些

評
論

９
○
日
常
性
の
壁

陽
気
な
現
代

！

安
部
公
房

島
崎
敏
樹

111

⑩
自
己
の
確
立
・
多
元
的
理
性
の
目

覚
め
（
森
本
哲
郎
）
生
へ
の
シ
グ
ナ

ル
（
武
満
徹
）
私
の
立
場
さ
し
あ
た

り
（
加
藤
周
一
）

閨
評
論
国
近
代
日
本
の
思
想
文
化

（
唐
木
順
三
）
単
元
教
材
学
習
活
動

。
（
自
主
教
材
）



中
学
校
に
お
い
て
は
、
「
い
つ
」
「
な
に
を
」
「
ど
ん
な
目
的
で
」
「
ど

う
い
う
構
造
で
」
学
習
さ
せ
る
か
が
、
と
く
に
国
語
科
で
は
、
重
要
な
問
題

に
な
る
。

社
会
や
家
庭
で
、
ま
た
学
校
社
会
の
中
の
他
教
科
の
教
師
や
職
員
に
よ
っ

て
、
「
国
語
」
の
学
習
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
国
語
科
の
意
義
が

あ
る
。
そ
の
中
心
と
し
て
の
国
語
科
教
師
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

情
報
の
洪
水
、
部
厚
い
教
科
書
、
多
種
多
様
な
副
教
材
、
テ
ス
ト
の
氾
濫

等
の
中
か
ら
、
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
選
ん
だ
か
。
発
表
者
の
レ
ジ
メ
の
中

か
ら
そ
の
一
部
を
転
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

’ ３
｜
生
活
の
潤
い

４
｜
縮
然
と
科
学
・
技

５
｜
社
会
の
中
か
ら

６
感
受
性
を
鋭
く

７
｜
文
化
と
社
会

単
元
一
教
材
一
学
習
活
動
（
自
主
教
材
）

１
他
の
部
分
を
プ
リ
ン
ト

ー
｜
自
己
を
見
つ
め
る
”
娠
昨
幹
妙
桐
舜
き
る
姿
勢
２
時
代
背
景
を
調
査

◎
短
歌
の
仙
界
１
石
川
啄
木
に
つ
い
て

２
感
動
を
確
か
め
る
◎
つ
め
王
２
全
員
の
短
歌
の
合
評
会

“

◎
ア
ン
ネ
の
日
記

◎
人
間
ら
し
く
生
き
る
姿
勢

も

l

ll
差
別
に
つ
い
て

全
員
三
分
間
ス
ピ
ー
チ

（
自
由
テ
ー
ご

１
「
苦
海
浄
土
」
プ
リ
ン
ト

●
２
班
学
習
発
表

こ
の
表
の
○
は
学
習
基
本
形
態
で
展
開
さ
れ
る
も
の
、
◎
は
特
に
時
間
を

か
け
た
も
の
、
△
は
読
み
と
説
明
だ
け
で
扱
っ
た
と
い
う
発
表
者
の
説
明
で

あ
る
。
教
材
を
選
択
す
る
だ
け
で
な
く
、
各
単
元
を
、
そ
の
指
導
法
で
選
択

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
こ
の
取
扱
い
の
差
は
、
指
導
を
受
け
る
生
徒
群

の
実
態
の
継
続
的
観
察
、
全
学
年
ま
た
、
小
学
校
、
高
等
学
校
と
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
の
関
連
な
ど
も
含
ま
れ
る
計
画
性
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ト
に
よ
る
実
践
の
記
録
を
も
と
に
具
体
的
に
説
明
が
な
さ
れ
た
。

生
徒
の
実
態
や
、
教
材
の
特
色
に
注
意
し
な
が
ら
、
集
団
学
習
や
自
由
研
究
、

小
講
義
な
ど
を
有
効
に
と
り
入
れ
、
と
く
に
自
主
教
材
の
使
用
に
は
、
数
多

く
の
発
表
者
や
生
徒
の
実
践
経
験
も
駆
使
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
単
元
４
の
、
「
自
然
と
科
学
・
技
術
」
の
と
こ
ろ
で
は
、
六

時
間
を
当
て
、
個
人
学
習
、
班
学
習
・
全
体
学
習
を
組
織
し
、
広
い
視
野
と

徴
密
な
問
題
点
の
解
明
に
、
生
徒
を
積
極
的
に
学
習
さ
せ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
「
水
俣
病
」
か
ら
琵
琶
湖
の
水
質
問
題
に
ま
で
接
近
さ
せ
、
生

徒
の
一
人
ひ
と
り
に
、
「
自
己
の
問
題
」
と
し
て
学
習
を
深
め
る
方
法
と
な

っ
た
。
幅
の
広
い
、
立
体
的
な
学
習
の
過
程
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
国

語
科
の
限
界
」
に
つ
い
て
の
、
種
々
の
意
見
が
参
会
者
か
ら
出
さ
れ
、
中
学

校
に
お
け
る
国
語
科
の
あ
り
か
た
、
他
教
科
と
の
協
力
に
つ
い
て
の
問
題
が

以
下
９

10

、
圭
の
ｈ
ザ

←

五
二（

以
下
省
略
）
（
引
用
者
）

凸
。

△
趣
味
を
持
ち
た
い

△
ゴ
ー
カ
ー
ト
製
作

8

昔
の
人
、
ヶ

◎
保
昌
と
袴
垂

◎
武
悪
（
狂
言
）

◎
義
を
買
う
（
枇
国

策．
…

１
文
学
史
４
ス
ラ
イ
ド

２
漢
文
の
読
み
方

３
（
百
人
一
首
）



い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
考
え
さ
せ
た
。

こ
の
報
告
の
一
つ
の
特
色
と
し
て
、
私
学
の
強
味
を
発
揮
さ
れ
た
中
学
高

校
連
繋
で
指
導
さ
れ
た
学
習
と
し
て
、
「
卒
業
研
究
レ
ポ
ー
ト
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
大
「
全
体
学
習
」
で
あ
り
、
他
教
材
や
、
高
校
の
協
力
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
組
織
す
る
中
学
校
国
語
科
の
長
期
カ
リ
ュ
ラ
ム
の
展
望
と
協
力
な
く

し
て
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
読
書
教
育
の
時
間

が
一
時
間
設
定
さ
れ
て
い
る
の
も
特
色
で
あ
る
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
十
段
階
の
総
合
評
価
と
、
四
段
階
の
観
点
別
の
評
価

が
あ
る
。

単
元
四
の
「
自
然
開
発
の
条
件
」
の
展
開
の
し
か
た
に
つ
い
て
は
、
レ
ジ

メ
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

仇
的
確
に
読
み
取
る
。

①
科
学
の
発
達
と
人
間
の
歴
史
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
。

㈲
根
拠
豊
か
に
調
査
研
究
し
、
そ
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
。

の
三
つ
を
学
習
目
標
に
立
て
、
次
の
十
二
項
目
の
中
か
ら
班
ご
と
に
二
題

ず
つ
テ
ー
マ
を
持
っ
て
調
査
し
、
プ
リ
ン
ト
を
口
頭
で
発
表
さ
せ
る
の
で
あ

づ
（
》
○

①
水
俣
病
の
症
状

②
水
俣
病
は
な
ぜ
起
き
た
か

③
患
者
の
生
活

④
前
後
の
漁
民
の
生
活

⑤
水
俣
病
市
民
と
チ
ッ
ソ
エ
場

⑥
水
俣
病
年
表

教
材
と
学
習
者
と
を
ど
う
か
か
わ
ら
せ
る
か

吟

ツ

こ
の
発
表
の
レ
ジ
メ
に
つ
け
ら
れ
た
テ
ー
一
、
は
、
「
教
材
を
ど
う
扱
っ
た

か
ｌ
学
習
活
動
を
、
よ
り
意
欲
的
に
高
め
る
た
め
に
１
１
」
と
あ
っ
た
。

ｅ
の
発
表

十
二
伽
ヘ
ー
ジ
の
レ
ジ
メ
と
、
六
枚
の
統
計
表
を
も
と
に
し
て
、
教
室
で
の

実
践
を
、
現
場
で
生
徒
の
作
製
し
た
紙
芝
居
の
図
を
示
し
な
が
ら
報
告
が
あ

っ
た
。
全
員
入
学
に
近
い
形
で
の
現
況
で
は
、
現
場
で
の
各
コ
ー
ス
で
ど
の

よ
う
な
結
果
が
う
か
が
わ
れ
る
か
。
と
く
に
、
普
通
科
と
実
業
科
と
が
総
合

的
に
一
校
に
組
織
さ
れ
る
現
場
で
は
、
古
典
甲
・
乙
の
い
ず
れ
に
も
、
そ
の

指
導
に
服
の
広
さ
が
要
求
さ
れ
る
。

一
年
の
ス
タ
ー
ト
時
に
、
す
で
に
、
普
通
科
と
そ
の
他
と
の
格
差
が
い
か

に
大
き
い
か
を
六
枚
の
表
で
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
が
、
こ
こ
に

そ
の
ま
ま
紹
介
で
き
ぬ
の
が
残
念
で
あ
る
。
普
通
科
が
、
定
員
増
の
対
象
と

な
る
の
で
、
今
度
は
、
普
通
科
中
で
の
格
差
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

》
〈
》
Ｏ

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
古
典
甲
の
一
年
間
を
経
験
し
た
生

五
三

⑫⑪⑩⑨③⑦

水
俣
裁
判
の
判
決

日
本
公
害
列
島
図

公
害
と
マ
ス
コ
ミ
の
役
割

京
都
（
び
わ
湖
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

科
学
の
発
展
と
人
類
の
幸
福

公
害
を
な
く
す
た
め
に
何
を
な
す
管
へ
き
か

ピ
宮
凸

l
『



徒
か
ら
、
「
も
う
古
典
が
な
く
な
る
と
思
う
と
、
ほ
ん
と
う
に
つ
ら
い
。
ほ

か
の
科
目
を
な
く
し
て
古
典
を
加
え
て
く
れ
。
」
と
い
う
ま
で
に
な
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。
（
レ
ジ
メ
・
生
徒
作
文
Ⅳ
よ
り
引
用
）

古
典
Ｉ
甲
に
「
土
佐
日
記
」
を
指
導
す
る
時
、
一
斉
学
習
を
最
初
と
最
後

に
し
て
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
あ
た
り
を
、
レ

ジ
メ
で
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ａ
、
導
入

○
転
勤
に
伴
う
転
居
の
経
験
を
話
す
。

○
生
徒
に
転
居
の
体
験
を
も
っ
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
事
由
や
よ
う
す
を
話

す
。
↑

○
受
領
制
度
や
役
人
の
生
活
を
話
す
。

○
住
み
込
ん
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
旅
行
等
で
、
家
庭
を
し
ば
ら
く
離
れ
た

体
験
を
持
つ
者
が
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
す
を
話
さ
せ
る
。

ｂ
、
展
開

○
本
文
の
範
読

（
門
出
〃
船
唄
）
（
一
度
目
は
ゆ
っ
く
り
読
み
、
読
め
な
い
箇
所
に
読
み
が
な
の

付
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
、
二
度
目
は
抑
揚
を
付
け
て
読
み
、
文
脈
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
）
・

○
黙
読
・

（
机
間
巡
視
を
し
て
、
読
め
な
い
箇
所
を
個
別
に
指
導
す
る
。
）
”

○
一
斉
音
読

（
一
節
づ
っ
区
切
っ
て
、
つ
い
て
読
ま
せ
る
。
）

○
指
名
読
み

逗

&

指
導
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
班
ご
と
の
学
習
の
経
過
を
、
レ
ジ
メ
に
よ
り
な

が
ら
具
体
的
に
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
過
程
を
通
し
て
前
記
の
よ
う
な
感
想
も

生
ま
れ
て
き
た
し
、
時
間
中
に
で
き
な
い
分
は
放
課
後
に
自
発
的
に
残
っ
て

作
業
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
（
第
一
班
）

文
の
構
成
が
正
し
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
班
‐
も
あ
っ
た
が
、
ま
た
、
い
わ

ゆ
る
助
動
詞
「
な
り
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
絵
画
化
す
る
作
業
中
に
討
議
が

集
中
さ
れ
た
例
（
第
二
班
）
も
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
春
の
海
に
、
秋
の
木
の
葉
し
も
散
れ
る
や
う
に
…
…
」
の
個
所

で
、
「
春
の
海
」
と
「
秋
の
木
の
葉
と
を
、
ど
う
映
像
化
し
よ
う
か
と
苦
労

○
解
釈
読
み

（
本
文
中
に
脚
注
の
口
語
訳
さ
れ
た
語
句
を
移
入
し
て
読
ん
で
、
生
徒
に
内
容

を
把
握
さ
せ
る
。
）

○
班
編
成
及
び
本
文
の
段
落
区
分

（
八
グ
ル
ー
プ
に
編
成
す
る
と
共
に
、
本
文
を
段
落
区
分
し
て
示
す
。
）

Ｃ
、
ま
と
め

○
作
品
を
班
ご
と
に
発
表
さ
せ
、
批
評
を
加
え
る
。
こ
の
と
き
、
本
文
に

戻
り
つ
つ
語
句
の
説
明
や
筆
者
の
感
動
を
味
わ
わ
せ
、
映
像
を
通
し
て

確
認
さ
せ
る
。

○
「
土
佐
日
記
」
の
文
体
の
特
徴
や
構
成
の
特
質
を
確
認
さ
す
。

○
今
日
の
生
活
に
は
な
い
文
中
の
感
激
や
考
え
方
や
見
方
に
気
が
つ
け
ば

話
さ
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
貫
し
た
計
画
で
の
中
で
、
し
か
し
班
ご
と
の
実
態
に
適
応

し
な
が
ら
、
し
か
も
一
歩
で
も
二
歩
で
も
学
習
前
よ
り
前
進
で
き
る
よ
う
に

宇

五
四

｡



し
た
例
が
示
さ
れ
た
。

「
童
」
を
描
く
の
に
、
そ
の
年
齢
や
服
装
を
ど
う
す
る
か
に
苦
心
し
た
り
、

童
の
心
境
と
生
徒
の
体
験
と
が
混
合
し
、
話
題
が
や
や
そ
れ
て
き
て
、
指
導

者
の
指
導
を
う
け
た
例
第
六
斑
）
な
ど
、
具
体
例
が
、
か
ず
か
ず
示
さ
れ
た

が
、
現
場
で
苦
労
し
て
い
る
教
師
と
し
て
は
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
場
面
が
展

開
さ
れ
た
。

古
典
に
興
味
を
も
た
ぬ
生
徒
が
、
「
紙
芝
居
」
作
製
に
生
気
を
示
す
例
は

よ
く
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
「
古
典
甲
」
学
習
の
前
進
に
役
立
た
せ
る
為

に
は
、
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
一
貫
性
の
あ
る
長
期
計
画
、
基
礎
知
識
の
確

認
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
班
活
動
の
日
常
実
践
の
積
み
上
げ
が
基
礎
に
あ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

報
告
者
は
、
八
班
の
学
習
経
過
を
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
す
尋
へ

て
に
『
一
つ
ず
つ
所
見
を
つ
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
部
分
を
こ
こ
に
紹

介
す
る
。

第
一
班
・
絵
は
教
科
書
の
挿
し
絵
に
よ
っ
て
い
た
。
作
業
に
熱
中
し
、
放

課
後
も
続
け
て
い
た
。

第
二
班
・
助
動
詞
「
な
り
」
を
知
識
と
し
て
、
理
解
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、

‐
映
像
化
す
る
作
業
の
中
で
、
文
脈
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
化
し
て
い
る
点
が

評
価
で
き
る
。
有
職
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
も
よ
い
。

第
三
班
・
文
の
構
成
が
正
し
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
文
脈
の
た
ど
り
方

の
指
導
も
適
切
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
の
門
出
に
描
れ
て
し
ま

っ
た
。
「
の
の
し
る
」
等
の
語
句
の
理
解
を
確
認
す
る
要
も
あ
ろ
う
。

第
四
班
・
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
、
あ
る
い
は
、
機
知
に
と
ん
だ
文
章
の
持
ち
味

教
材
と
学
習
者
と
を
ど
う
か
か
わ
ら
せ
る
か
、

い
む
Ｐ卜

は
絵
に
な
り
に
く
い
よ
う
だ
。
そ
う
し
た
文
章
の
雰
囲
気
を
絵
に
表
現

で
き
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
意
識
の
上
に
昇
ら
せ
た
の
は
、
映
像
化
す

る
と
い
う
作
業
を
課
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
班
作
品
に
あ

っ
て
は
、
貫
之
と
思
わ
れ
る
人
物
の
表
情
に
、
「
潮
海
の
ほ
と
り
に
て
、

あ
ざ
れ
あ
‐
｜
う
人
麦
に
対
す
る
驚
き
が
思
わ
れ
る
。

第
五
班
・
自
然
に
対
す
る
見
た
て
の
お
も
し
ろ
さ
や
筆
者
特
有
の
表
現
を

味
わ
わ
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
し
た
が
、
絵
を
描
く
の
に
力
を
注
ぎ
、
本

文
そ
の
も
の
の
味
わ
い
を
解
し
た
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

高
級
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
た
め
の
訓
練
の
必
要
性
と
、
こ
う
し
た

学
習
方
法
の
限
界
を
思
わ
な
い
で
も
な
い
・

六
、
七
、
八
班
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
と
に
か
く
、
基
礎
的
能
力
の

未
開
拓
な
生
徒
で
、
一
分
間
で
も
普
通
の
授
業
時
間
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る

姿
勢
の
雰
囲
気
の
中
で
、
「
古
典
甲
」
の
学
習
を
指
導
す
る
こ
と
の
む
つ
か

し
さ
は
、
現
場
の
も
の
に
は
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
指

導
方
法
の
過
程
の
中
に
、
こ
の
映
像
化
の
正
学
習
作
業
を
入
れ
て
か
な
り
、

積
極
的
に
古
典
学
習
に
参
加
さ
せ
た
報
告
は
、
古
典
甲
の
「
限
界
」
と
い
う

問
題
を
含
み
な
が
ら
も
、
種
灸
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
「
古
典
甲
」
を
学
ぶ
べ
き
実
業
科
コ
ー
ス
の
生
徒
の
基
礎
力
の
数

的
根
拠
が
、
種
友
の
都
合
で
、
明
確
に
こ
こ
で
は
示
し
得
な
い
こ
と
、
ま
た
、

一
の
発
表
の
時
と
同
じ
く
、
「
土
佐
日
記
」
の
古
典
甲
学
習
の
教
材
と
し
て

の
意
義
、
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
別
に
時
間
を
設
け
て
討
議
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

教
育
現
場
で
あ
る
学
校
に
お
け
る
実
践
上
の
過
程
を
、
口
頭
発
表
す
る
こ

五
五

五

が

、



h

l

編
集
委
員
会
（
八
月
二
十
四
且
で
、
「
論
究
日
本
文
学
』
（
第
三
十
八
号
）

に
、
同
日
午
後
一
時
か
ら
の
八
月
談
話
会
で
の
発
表
・
テ
ー
マ
「
教
材
と
学

習
者
と
を
ど
う
か
か
わ
ら
せ
る
か
」
、
。
に
つ
い
て
の
三
人
の
報
告
を
紹
介
す

べ
く
、
紙
面
を
い
た
だ
き
編
集
委
員
の
責
任
と
し
て
、
急
に
そ
の
仕
事
を
仰

せ
つ
け
ら
れ
た
。

橋
本
・
山
本
氏
に
は
、
本
紹
介
文
を
一
度
も
見
て
い
た
か
ず
、
そ
の
発
表

と
レ
ジ
メ
に
も
と
づ
い
て
、
発
表
者
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
筆
者
が
主
観
点
に

印
象
を
綴
っ
た
体
裁
で
あ
る
の
で
、
二
氏
に
は
意
の
添
わ
ぬ
と
こ
ろ
や
不
明

と
や
、
「
論
文
」
発
表
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
痛
感
す
る
。
今
後
も
、
こ
の

よ
う
な
問
題
解
決
の
た
め
に
、
種
々
の
機
会
や
発
表
の
場
が
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。○

紫
の
と
が
き
」

↑
尋
＆

〆

五
六

瞭
の
点
の
あ
る
こ
と
を
お
わ
び
し
た
い
。

願
わ
く
は
、
こ
の
よ
う
な
「
国
語
科
教
育
」
の
共
同
研
究
の
中
に
位
置
づ

け
、
継
続
発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
小
人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
研
究
会
や
、

い
わ
ゆ
る
「
官
制
」
研
究
会
で
は
絶
対
で
て
こ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
で
大
胆
な
質

問
や
応
答
が
、
そ
う
い
う
場
で
次
々
と
出
て
、
あ
た
ら
し
い
視
野
が
開
け
、

そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
文
学
研
究
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

数
年
前
に
弱
で
行
な
わ
れ
た
「
国
語
教
育
」
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
ま
で
は
及
ぶ

、
へ
く
も
な
い
が
、
い
わ
ば
、
そ
の
再
生
復
活
の
足
が
か
り
と
し
て
は
、
や
や

量
的
に
さ
び
し
い
が
、
こ
れ
に
続
い
て
第
二
・
第
三
回
の
発
展
を
希
望
し
な

が
ら
、
「
ま
と
め
」
の
あ
と
が
き
と
す
る
。

。
（
た
け
、
へ
・
か
ず
お
木
津
高
校
教
諭
）

Ｇ
々
缶
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